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商 号

英 文 商 号

設 立

資 本 金

従 業 員 数

本社所在地

上 場 市 場

証券コード

売 買 単 位

株式会社ダイセル
DAICEL CORPORATION
1919年9月8日
362億円
2,553名（ダイセルグループ 11,104名）※2022年3月31日現在

大阪本社
大阪市北区大深町3-1（グランフロント大阪タワーB）

東京本社
東京都港区港南2-18-1（JR品川イーストビル）

東証 プライム市場
4202（化学）
100株
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１．会社概要

「JPX日経インデックス400」の構成銘柄に選定されています。



オフィス

研究所

研修センター

工 場

西播磨研修センター

ポリプラスチックス
富士工場

姫路製造所広畑工場

播磨工場

大竹工場

イノベーション・パーク
姫路製造所網干工場

神崎工場

東京本社

名古屋支社大阪本社

大阪本社

新井工場
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国内事業場



グループ従業員数

11,104人

アジアをはじめアメリカ、ヨーロッパに76社

2022年3月31日現在
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ダイセルグループ



合成樹脂事業

セロハン プラスチックフィルム 高機能コーティング

スーパーエンプラ
（LCP、PPS）

エンプラアロイ樹脂

ビスコース
の応用

エンジニアリングプラスチック
（POM、PBT樹脂）

AS・ABS樹脂

そ
の
他

火工品事業自動車エアバッグ用
インフレータ

ロケットモーター
火工品システム火 薬

アセテート・トウ 水溶性高分子
(CMC, HEC)

液晶光学フィルム用
酢酸セルロース

不
燃
化
を
目
指
し
て

セ
ル
ロ
イ
ド

硝
酸
セ
ル
ロ
ー
ス

写真フィルムへ
酢 酸

石油化学事業
への参入

石油化学製品

C1化学
メタノール法酢酸

有機機能品
キラルカラム

有機合成事業

セルロース事業酢酸セルロース

アセテート
プラスチック

水 処 理 製 品 家 庭 用 品

事業領域の発展プロセス２．事業内容
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これまでの技術・製品ベースの事業体制から、
注力市場に共通する価値を提供する価値提供型と、
長年培った技術や素材の連鎖で付加価値を
提供する素材提供型の事業体制に移行しました。

価値提供型

素材提供型

有機合成事業

セルロース事業

合成樹脂事業

火工品事業

スマート

セイフティ

メディカル・
ヘルスケア

エンジニアリング
プラスチック

マテリアル

セグメントの変更（2020年4月1日）
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22年3月期売上合計
4,679億円 主な製品

化粧品原料（1,3-BG、ポリグリセリン類）健康食品（エクオール、セラミド）
キラルカラム 高純度キラル試薬
製剤ソリューション（プレミックス添加剤）

液晶保護フィルム用酢酸セルロース
半導体レジスト 電子材料向け溶剤
高機能光学フィルム 光学デバイス 有機半導体デバイス

自動車安全部品（自動車エアバッグ用インフレータ、
マイクロガスジェネレータ、イニシエータ） 民生用火工品

酢酸 酢酸誘導体（無水酢酸、汎用溶剤）
酢酸セルロース（液晶フィルム用途以外） アセテート・トウ
エポキシ化合物 カプロラクトン誘導体

エンジニアリングプラスチック（POM、PBT、PPS、LCP、COC）
樹脂コンパウンド製品
樹脂成型加工品（シート、食品包装用フィルム） 水溶性高分子

国内シェア
No.1

世界シェア
No.1

4%

26%

45%

15%

7%

その他の事業
水処理製品（逆浸透膜／限外濾過膜モジュール、
各種水処理システム、 散気装置）
防衛関連製品

2%

スマート

セイフティ

メディカル・
ヘルスケア

エンジニアリング
プラスチック

マテリアル

セグメントと主要製品



製品の主な用途 ①

9



製品の主な用途 ②
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高純度溶剤､半
導体用レジスト
ポリマー



製品の主な用途 ③

11

天然物由来の健
康食品素材､サプ
リメント



製品の主な用途 ④

12



13

基本理念

サステナブル
経営方針

長期ビジョン

全社/部門中期戦略

価値共創によって
人々を幸せにする会社
Sustainable Value Together

人間中心の経営

Sustainable People  
働く人の幸せ

Sustainable Process
幸せを提供する環境

Sustainable Product
社会と人々の幸せ

３. 長期VISION・中期戦略

基本理念と経営戦略



Copyright © DAICEL CORPORATION  All rights reserved. 
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GOAL
社会ニーズを的確に捉えた
事業創造を行う会社になる

他社と共創できる
グループ体になる

共創スキームが
確立する

循環型社会構築に
貢献する

自社の収益力と
事業創造力を
高める

グループの
収益力と
事業創造力
を高める

マーケットイン
組織へ転換する
準備を終える

マーケット
イン型の
グループ体
に変貌する

グループ内
バーチャル
カンパニー
が稼働する

産業価値観
を転換する

バイオマス
バリュー
チェーン
の提唱

カーボン
ニュートラル
への貢献

OP-Ⅰ：自社 OP-Ⅱ：グループ OP-Ⅲ：パートナー OP-Value：社会
共創体の構築 共創体での実践

共創範囲

新
企
業
集
団
の
形
成

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
ツ
リ
ー
の
実
現

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
の
実
現

４
つ
の
ト
リ
ガ
ー
に
よ
る
幸
せ
の
提
供

[ 

１
健
康
２
安
全
安
心
３
便
利
快
適
４
環
境]

新企業集団（OP-Ⅲ）
 クロスバリューチェーン

新ダイセル（OP-Ⅱ）
 事業の再編、既存JVの抜本的見直し
 アセットスーパーライト化

原ダイセル（OP-Ⅰ）
 事業構造の転換
 アセットライト化

企
業
価
値

2020年度

新事業創造
の取り組み
がはじまる

クロス
バリュー
チェーン
が稼働する

技術連携

経営効率

新技術開発
事業創出

商品設計

情報基盤/
生産革新/
エネルギー

組織価値観

ワークスタイル

共創テーマ

全
社
戦
略

機
能
別
戦
略

事
業
戦
略

事業・組織形態

バリューチェーン

長期ビジョン DAICEL VISION４.0 実現へのステップ



農 業 水産業

林 業

一次産業

活性化

水産業廃棄物
（カニ・エビの甲殻）

農業廃棄物・
食用以外

（綿花・大豆・蒟蒻・
みかん・トウゴマ）

活性化

活性化 木材・
セルロース

いのちの
森づくり

バイオマスプロダクトツリー
二次産業

カーボン
オフセット

エネルギー
オフセット

森林を復活させ、山の保水力を高め、土砂崩れを抑制

栄養豊富な水で育つ水産品水害被害が減少し、農地が肥沃化

里山再生 河川再生

地域経済再生

常温溶解
ダメージレス粉砕

一次産業と二次産業の共創循環を通じて、永続的な産業生態系を提唱
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バイオマスバリューチェーン
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バイオマスバリューチェーンの実現に向けて

1.従来品・酢酸セルロースの生分解性向上

当社は創業時からセルロースを扱ってきた植物由来化学製品のパイオニアで、現在、メタノールを出
発原料とする製品は化学品売上の5割を占めます。原料のバイオメタノール化により、バイオマス製
品群への転換が可能な化学会社として、バイオマスバリューチェーンの実現を目指します。
新素材の創出
バイオマス素材としての酢酸セルロースや、精密な化学修飾技術を用いた新素材の創出により、サス
テナブルな製品の創出・拡販を狙います。

主力製品である酢酸セルロースは、植物由来のバイオプラスチックという環境
特性と従来の汎用プラスチック並みの高い加工性を兼ね備えています。さらに
生分解性の向上、食品対応グレードの開発などを進めており、今後はカトラ
リーなどのワンウェイ用途を皮切りに新規市場を開拓し、グローバルに寄せら
れる顧客からの強い生分解性プラスチックへの要求に応え、拡販に繋げていき
ます。

2.新たなファインセルロース、誘導体のラインナップ強化

カトラリーや食品容器などの
成形イメージ

金属吸着剤で取り出した
パラジウム

セルロースの精密な化学修飾により、今までにないファインセルロースを創出
しています。製品のバリエーションを増やし、顧客の多様なニーズに対応して
いきます。
例：貴金属やヒ素などを選択的に吸着できる金属吸着剤など
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「溶かす技術」による技術革新の加速

1. 穏和な条件下で木質を「溶かす技術」による、新たな素材・製品群の創出
・従来不可能だった精密に制御された化学反応による様々な新素材を開発
・本来、木材に含まれている反応性に富んだ物質（リグニン、ヘミセルロースなど）
を変質させずに抽出し、それらを出発原料とした新たな製品群を創出

2. 穏和な条件下で木質を「溶かす技術」による従来の製造プロセスの省エネルギー化
・従来の木材溶解に必要だったエネルギー多消費型の製造プロセスを大幅に短縮可能
・省エネルギーによる環境負荷低減とコスト削減、生産性向上など製造業の競争力を強化

木質とカーボンの
ハイブリッド材料(イメージ)

バイオマスバリューチェーン構築の核となる新バイオマスプロダクトツリーに必要な「溶かす技術」
を用い、様々な技術革新を加速させます。

3. 「溶かす技術」を他の化学プロセスに応用し、マイクロ流体デバイスプラントを実現
・数百μmの流路内でも物質を詰まらせない「溶かす技術」と、化学プラントの単位操作をモジュール化し
た「ダイセル式生産革新」を組み合わせることで、従来困難とされていたマイクロデバイスでの精密な
反応コントロールが可能に

・開発時間の短縮、設備投資額の圧縮、省エネルギー、省スペース、省資源化を実現

Produ
ct C’

2022年3月期 決算説明資料 マイクロ流体デバイス

並
列
化

従来の化学プラント



４. 現在の業績と中期目標
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82
100

110
120

109 111 111 109 106 112

137

372
439

345
267 277

338
382

261 254

397 387

為替レート（USD / JPY）

メタノールアジアスポット価格（USD / ton）

3,585
4,138

4,438 4,499 4,401 4,630 4,649
4,128 3,936

4,679

5,790

262

379

513

643 643
589

512

296 317

507 540

'13/3 '14/3 '15/3 '16/3 '17/3 '18/3 '19/3 '20/3 '21/3 '22/3 '23/3
予想

■売上高・□営業利益 （億円）

43.71
64.98

88.95
115.02 124.61

107.81 105.38

15.49

65.18

104.14

138.44

◆EPS（円）

売上高・営業利益の推移



162 195 
247 325 

672 695 

1,042 

1,228 

1,686 

2,123 
127 

114 

21/3 22/3

合計
3,936 （単位：億円）合計

4,679

■その他
■エンジニアリング

プラスチック
■マテリアル
■セイフティ
■スマート
■メディカル・ヘルスケア

セグメント

合計
507

合計
317

19

16 34 34
58 22 

52 
179 

248 

212 

258 

15 

18 

21/3 22/3

売上高 営業利益

※営業利益のグラフは
全社共通費用消去分
を除く。

セグメント別の売上高・営業利益（22年3月期実績 前年比較）



セグメント別の売上高・営業利益（23年3月期予想 前年比較）

195 240 
325 370 

695 
930 

1,228 

1,570 

2,123 

2,590 114 

22/3 23/3 予想

合計
4,679 （単位：億円）合計

5,790

■その他
■エンジニアリング

プラスチック
■マテリアル
■セイフティ
■スマート
■メディカル・ヘルスケア

セグメント

合計
540

合計
507

20

24 23 
40 

15 

26 57 

183 160 

221 
280 

12 
5 

22/3 23/3 予想

売上高 営業利益

※2023年3月期より全社共
通費用を全て各セグメン
トへ配賦する方法に変更
しております。
2022年3月期営業利益の
数値は配賦方法変更を適
用した数値となります。
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会社、工場の枠組みを超えたサプライチェーン全体での共存共栄

全社戦略
・クロスバリューチェーン

実現に向けた取り組み
・ポートフォリオ

マネジメント

事業戦略
・価値提供型

「健康」「安全・安心」
「便利・快適」「環境」
分野に注力

・素材提供型
技術・製品・テクニカル
サービスを活かし
価値提供型へシフト

機能別戦略
・R（研究）とD（開発）の自立
・M＆Aの積極推進
・バーチャルカンパニー

の設定
・デジタルアーキテクチャ

の展開

ROIC 10%以上、EBITDA1,000億円以上、営業利益 最高益更新
重点指標 ROE≧ROIC≧ROA>WACC

（注） ROE：自己資本利益率 ROIC：投下資本利益率 ROA：総資産利益率 WACC：加重平均資本コスト

Accelerate 2025 経営目標

中期戦略の主要戦略と経営目標
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ダイセルの強み 主な施策
バイオから特徴ある有機合成技
術

・天然由来や生分解性などサステナブル素材の拡充
・最先端のニーズに即した半導体関連事業の強化
・脂環式エポキシの素材・機能提案力の強化

スーパーエンプラから汎用樹脂
まで幅広い製品群

・エンプラの供給力増強とプロダクトポートフォリオ拡充

セルロイドから展開したセル
ロース技術、火工技術

・天然素材を活かした酢酸セルロースの用途展開
・インフレータ事業で培った技術を活かした用途開拓

AI、IoTによるノウハウを活用
する仕組み
（ダイセル式生産革新）

・安全、品質、生産量、コストをリアルタイムで予測し、最適な運転
条件を導出

・プロセス、設備の変調の予兆を検知し、変調を未然防止

ダイセルグループの強みを活かした施策の実行と、ポリプラスチックス完全子会社化による
シナジー効果、セイフティ事業の収益改善などにより、業績の回復、成長を図ります。

ポリプラスチックス完全子会社化によるシナジー効果
グローバル展開の加速、コストダウン、グループ資源の相互活用などにより2026年3月期までに
約200億円のシナジー効果（EBITDA)を実現させます。

セイフティ事業の収益改善
生産地統廃合、品種統合、ガス発生剤の製法転換、インド生産拠点設置などにより、
コスト競争力強化と市場シェア拡大を図ります。

既存事業の成長計画
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*1：23年3月期は、22年11月2日発表の業績予想 *2：26年3月期は、21年2月18日発表の中期戦略業績ターゲット

単位：億円

22/3 実績 23/3 *1 ⇒ 26/3 *2 期 主な計画

売上高 4,679 5,790 5,000 23/3 1,3BG（化粧品原料） 新プラント稼働

営業利益 507 540 700 セイフティ事業生産地統廃合完了

営業利益率 10.8% 9.3% 14.0% 24/3 CO（酢酸原料） 新プラント稼働

電子材料向け溶剤増産

インフレータ　インド生産拠点稼働

EBITDA 789 860 1,160 25/3 半導体レジスト材料増産

ROE 12.3% 14.2% 18.0% POM 中国新プラント(1期)稼働

ROIC 6.2% 5.4% 10.0% LCP 台湾新プラント稼働

ROA 4.7% 5.6% 8.0% COC ドイツ新プラント稼働

26/3 POM 中国新プラント(2期)稼働
株主還元性向

1株当たり配当額32円を下限
株主還元性向40％以上

親会社株主に帰属
する当期純利益 313 410 480

中期戦略で掲げた施策は予定通り実施していますが、発表時から投資時期の変更や為替など前提条件
の変化が生じています。中期戦略最終年度（26年3月期）の目標は、発表時点の前提での数値であり、そ
れ以上の業績を達成できるよう取り組んでおります。

業績・経営指標のターゲット


Sheet1 (3)

														単位：億円 タンイ オクエン

				21/3 実績 ジッセキ		22/3 *1		23/3 *2		24/3 *2		25/3 *2		26/3 *2

		売上高		3,936		4,350								5,000

		営業利益		317		350								700

		営業利益率		8.1%		8.0%								14.0%

		親会社株主
に帰属する
当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュンリエキ		197		240								480

		EBITDA		586										1,160

		ROE		6.6%										18.0%

		ROIC		4.1%										10.0%

		ROA		3.2%										8.0%

		総還元性向 ソウ カンゲン セイコウ		現行一株当たり配当額を下限/総還元性向40％以上 ゲンコウ ヒトカブ ア ハイトウ ガク カゲン ソウ カンゲン セイコウ イジョウ

		主な計画		 22/3：
　CO（酢酸原料） プラント稼働
　1,3BG（化粧品原料） プラント稼働
 23/3：
　セイフティSBU生産地集約完了
　半導体関連製品増産						 24/3：
　COC　増設プラント稼働
　インフレータ インド生産拠点稼働
 25/3：
　エポキシ（過酢酸誘導体）増産
　LCP 増設プラント稼働
 26/3：
　POM 増設プラント稼働 カサクサン ユウドウタイ ゾウセツ カドウ ゾウセツ カドウ





















Sheet1 (2)

										単位：億円 タンイ オクエン
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		親会社株主に帰属
する当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュンリエキ		313		410				480								電子材料向け溶剤増産 デンシ ザイリョウ ム ヨウザイ ゾウサン
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		ROE		12.3%		14.2%				18.0%								POM 中国新プラント(1期)稼働 チュウゴク シン キ カドウ

		ROIC		6.2%		5.4%				10.0%								LCP 台湾新プラント稼働 タイワン シン カドウ

		ROA		4.7%		5.6%				8.0%								COC ドイツ新プラント稼働 シン

		株主還元性向 カブヌシカンゲン セイコウ		1株当たり配当額32円を下限
株主還元性向40％以上 カブ ア ハイトウ ガク エン カゲン カブヌシカンゲンセイコウ イジョウ										26/3				POM 中国新プラント(2期)稼働 チュウゴク シン キ
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		営業利益率		8.1%		8.0%		5.1%		7.6%		11.4%		14.0%

		親会社株主
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当期純利益 オヤガイシャ カブヌシ キゾク トウキ ジュンリエキ		197		240		180		240		360		480

		EBITDA		586				680		820		1,000		1,160

		ROE		6.6%				8.5%		11.0%		15.0%		18.0%

		ROIC		4.1%				2.5%		4.5%		7.0%		10.0%

		ROA		3.2%				3.0%		4.0%		6.0%		8.0%

		総還元性向 ソウ カンゲン セイコウ		現行一株当たり配当額を下限/総還元性向40％以上 ゲンコウ ヒトカブ ア ハイトウ ガク カゲン ソウ カンゲン セイコウ イジョウ

		主な計画		 22/3：
　CO（酢酸原料） プラント稼働
　1,3BG（化粧品原料） プラント稼働
 23/3：
　セイフティSBU生産地集約完了
　半導体関連製品増産						 24/3：
　COC　増設プラント稼働
　インフレータ インド生産拠点稼働
 25/3：
　エポキシ（過酢酸誘導体）増産
　LCP 増設プラント稼働
 26/3：
　POM 増設プラント稼働 カサクサン ユウドウタイ ゾウセツ カドウ ゾウセツ カドウ























5. 株主還元
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中期戦略「Accelerate 2025」における株主還元方針

中期戦略発表時の１株あたり配当額32円を下限とし、
機動的な自己株式取得も視野に、

各年度の「株主還元性向40％以上」

をターゲットとします。

2023年3月期の配当予想は、前期比4円増配の年間38円/株としています

株主還元方針



最近の自己株式の取得状況
2020年3月期 ・約178億円の自己株式取得を実施

・1,600万株の自己株式消却を実施（消却前発行済株式総数に対する割合 4.82%）

2021年3月期 ・約83億円の自己株式取得を実施
・1,300万株の自己株式消却を実施（消却前発行済株式総数に対する割合 4.11%）

2022年3月期 ・約50億円の自己株式取得を実施

2023年3月期 ・約100億円の自己株式取得を決定

1株当り配当金（円）

25

株主還元の状況

15 21 26 30 32 32 32 32 34 38
2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3

配当金（円/株） 総還元性向（%） 配当性向（%）

577.3
219.5

予想※記念配当
2円を含む

2



6. 参考資料
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27

（単位：億円）

2021年
3月末

2022年
3月末 増減

流動資産 3,125 3,602 +477

現預金及び有価証券 915 905 △ 10

受取手形及び売掛金 932 1,026 +94

棚卸資産 1,087 1,420 +333

その他 192 252 +60

固定資産 3,279 3,386 +107

有形固定資産 2,197 2,298 +101

無形固定資産 106 101 △ 5

投資その他資産 975 987 +11

資産合計 6,404 6,988 +585

負債 3,954 4,193 +239

有利子負債 2,709 2,836 +126

その他 1,244 1,357 +113

純資産 2,450 2,795 +345

負債純資産 合計 6,404 6,988 +585

連結貸借対照表



87 10 25 
20 

29 25 88 
77 115 

116 
188 150 

71 74 

450 

14 30 

30 

2021/3 2022/3 2023/3
予想

メディカル・ヘルスケア スマート
セイフティ マテリアル
エンジニアリングプラスチック その他事業・全社共通

795

396 408

（単位：億円）

28

45 29 59
78

221 22047

61
86

113

108
85

25

28 27

308

447 476

2018/3 2019/3 2020/3

セルロース 有機合成

合成樹脂 火工品

その他事業・全社共通

スマート

スマート

その他

メディカル・
ヘルスケア

スマート

メディカル・
ヘルスケア

（※）

※ 2023年3月期より、その他事業のみ

※2021年3月期より、セグメントを変更しております。

設備投資額の推移



（単位：億円）

29

14 14 28 16 20 
25 47 50 
70 

90 90 

95 
69 70 

90 
22 25 

7 

2021/3 2022/3 2023/3
予想

メディカル・ヘルスケア スマート
セイフティ マテリアル
エンジニアリングプラスチック その他事業・全社共通

315
258 269

メディカル・
ヘルスケア

95 83 75

71
60 61

49
50 60

85
88 73

17
19 21

317 300 290

2018/3 2019/3 2020/3

セルロース 有機合成
合成樹脂 火工品
その他事業・全社共通

メディカル・
ヘルスケア

その他

（※）

※ 2023年3月期より、その他事業のみ

※2021年3月期より、セグメントを変更しております。

減価償却費の推移



（単位：億円）

30

21 19 20 

27 36 38 

51 
56 60 

16 
15 

30 35 
37 

60 46 
45 

2 

2021/3 2022/3 2023/3
予想

メディカル・ヘルスケア スマート
セイフティ マテリアル
エンジニアリングプラスチック その他事業・全社共通

210195 207

15 13 13

42 39 40

36 38 38

36 52 51

60
66 70

188
207 213

2018/3 2019/3 2020/3

セルロース 有機合成

合成樹脂 火工品

その他事業・全社共通

その他

（※）

※ 2023年3月期より、その他事業のみ

※2021年3月期より、セグメントを変更しております。

研究開発費の推移



予測に関する注意事項

 本資料は情報の提供を目的としており、本資料による何らかの行動を勧誘するものではあ
りません。本資料（業績計画を含む）は、現時点で入手可能な信頼できる情報に基づいて
当社が作成したものでありますが、リスクや不確実性を含んでおり、当社はその正確性・
完全性に関する責任を負いません。

 ご使用に際しては、ご自身の判断にてお願いいたします。本資料に記載されている見通し
や目標数値等に全面的に依存して投資判断を下すことによって生じ得るいかなる損失に関
しても、当社は責任を負いません。

• 本資料の著作権は株式会社ダイセルに帰属します。
• いかなる理由によっても、当社に許可無く資料を複製・配布することを禁じます。
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